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(57)【要約】

【課題】机の上を有効に利用することができる筆箱を提

供すること。

【解決手段】本発明である筆箱は、略直方体形状の本体

と、本体の少なくとも１つの表面側に、筆記具を収容す

る外周形状が略長方形形状の収容領域と、収容領域の開

口面に対して開閉可能なよう設けられ、当該収容領域の

外周を形成する所定の一辺で本体と連結された蓋体と、

備える。そして、収容領域を囲う側壁のうち、蓋体が連

結された収容領域の辺にそれぞれ直交すると共に相互に

対向する２つの側壁に、当該収容領域の開口面から当該

収容領域の深さ方向に向かって切除された切除部をそれ

ぞれ設け、蓋体が収容領域に対して開いた状態で、当該

蓋体が収容領域の開口面と所定の角度をなすよう、当該

蓋体を支持する支持機構をさらに備える。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 略 直 方 体 形 状 の 本 体 と 、

　 前 記 本 体 の 少 な く と も １ つ の 表 面 側 に 、 筆 記 具 を 収 容 す る 外 周 形 状 が 略 長 方 形 形 状 の 収

容 領 域 と 、

　 前 記 収 容 領 域 の 開 口 面 に 対 し て 開 閉 可 能 な よ う 設 け ら れ 、 当 該 収 容 領 域 の 外 周 を 形 成 す

る 所 定 の 一 辺 で 前 記 本 体 と 連 結 さ れ た 蓋 体 と 、

を 備 え た 筆 箱 で あ っ て 、

　 前 記 収 容 領 域 を 囲 う 側 壁 の う ち 、 前 記 蓋 体 が 連 結 さ れ た 前 記 収 容 領 域 の 辺 に そ れ ぞ れ 直

交 す る と 共 に 相 互 に 対 向 す る ２ つ の 側 壁 に 、 当 該 収 容 領 域 の 開 口 面 か ら 当 該 収 容 領 域 の 深

さ 方 向 に 向 か っ て 切 除 さ れ た 切 除 部 を そ れ ぞ れ 設 け 、

　 前 記 蓋 体 が 前 記 収 容 領 域 に 対 し て 開 い た 状 態 で 、 当 該 蓋 体 が 前 記 収 容 領 域 の 開 口 面 と 所

定 の 角 度 を な す よ う 、 当 該 蓋 体 を 支 持 す る 支 持 機 構 を 備 え た 、

筆 箱 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 筆 箱 で あ っ て 、

　 前 記 収 容 領 域 に 形 成 さ れ た ２ つ の 前 記 切 除 部 は 、 前 記 蓋 体 が 連 結 さ れ た 前 記 収 容 領 域 の

辺 と 平 行 な 同 一 直 線 上 に そ れ ぞ れ 位 置 し て 設 け ら れ て い る 、

筆 箱 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 筆 箱 で あ っ て 、

　 前 記 収 容 領 域 の う ち 、 ２ つ の 前 記 切 除 部 の 間 を 直 線 で 結 ぶ 箇 所 は 、 当 該 切 除 部 間 が 連 通

す る よ う 形 成 さ れ て い る 、

筆 箱 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 筆 箱 で あ っ て 、

　 前 記 切 除 部 は 、 当 該 切 除 部 が 形 成 さ れ た 前 記 収 容 領 域 の 各 前 記 側 壁 が 、 前 記 蓋 体 が 連 結

さ れ た 前 記 収 容 領 域 の 辺 に 対 向 す る 辺 と 連 結 す る 箇 所 付 近 に 形 成 さ れ て い る 、

筆 箱 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 筆 箱 で あ っ て 、

　 前 記 支 持 機 構 は 、 前 記 蓋 体 が 前 記 収 容 領 域 に 対 し て 開 い た 状 態 で 、 当 該 蓋 体 が 前 記 収 容

領 域 の 開 口 面 と ９ ０ 度 以 内 の 角 度 を な す よ う 、 当 該 蓋 体 を 支 持 す る 、

筆 箱 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 筆 箱 で あ っ て 、

　 前 記 支 持 機 構 は 、 前 記 蓋 体 の 内 側 面 に 固 定 装 備 さ れ 、 当 該 内 側 面 か ら 突 出 す る フ ッ ク を

備 え る 共 に 、 所 定 の 長 さ を 有 す る 支 持 部 材 を 備 え 、

　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 フ ッ ク と 前 記 収 容 領 域 と に 両 端 が 当 接 す る こ と に よ り 、 前 記 蓋 体

が 前 記 収 容 領 域 に 対 し て 開 い た 状 態 で 当 該 蓋 体 を 支 持 す る よ う 構 成 さ れ て い る 、

筆 箱 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 筆 箱 に か か り 、 特 に 、 開 閉 す る 蓋 を 有 す る 筆 箱 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 特 許 文 献 １ ， ２ に 示 す よ う に 、 略 直 方 体 で あ り 、 蓋 が 開 閉 す る よ う 設 け ら れ た 筆 箱 が 知

ら れ て い る 。 こ の よ う な 筆 箱 は 、 表 裏 面 の そ れ ぞ れ に 蓋 が 設 け ら れ て お り 、 表 面 側 と 裏 面
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側 と に そ れ ぞ れ 収 納 部 が 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 表 面 側 の 収 納 部 は 、 複 数 の 領 域 に 区 分

け さ れ て 構 成 さ れ て お り 、 鉛 筆 を 収 納 可 能 な 領 域 や 消 し ゴ ム を 収 容 可 能 な 領 域 が 形 成 さ れ

て い る 。 ま た 、 裏 面 側 の 収 納 部 は 、 平 坦 に 形 成 さ れ て い て 、 三 角 定 規 な ど を 収 容 可 能 な よ

う 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 筆 記 具 毎 に 収 容 領 域 が 設 定 さ れ て お り 、 子 供 で も 使 い や

す い 構 成 と な っ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ８ ７ ２ ７ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ０ ８ ９ １ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 上 述 し た よ う な 筆 箱 は 、 形 状 が 大 き く 、 机 の 上 で 広 い 領 域 を 占 め て し ま

う 。 こ の た め 、 机 の 上 に 教 科 書 や ノ ー ト を 広 げ る こ と の 妨 げ と な る こ と も あ り 、 机 の 上 を

有 効 利 用 す る こ と が で き な い 、 と い う 問 題 が 生 じ う る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の た め 、 本 発 明 の 目 的 は 、 机 の 上 を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き る 筆 箱 を 提 供 す る こ と

に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 一 形 態 で あ る 筆 箱 は 、

　 略 直 方 体 形 状 の 本 体 と 、

　 前 記 本 体 の 少 な く と も １ つ の 表 面 側 に 、 筆 記 具 を 収 容 す る 外 周 形 状 が 略 長 方 形 形 状 の 収

容 領 域 と 、

　 前 記 収 容 領 域 の 開 口 面 に 対 し て 開 閉 可 能 な よ う 設 け ら れ 、 当 該 収 容 領 域 の 外 周 を 形 成 す

る 所 定 の 一 辺 で 前 記 本 体 と 連 結 さ れ た 蓋 体 と 、

を 備 え た 筆 箱 で あ っ て 、

　 前 記 収 容 領 域 を 囲 う 側 壁 の う ち 、 前 記 蓋 体 が 連 結 さ れ た 前 記 収 容 領 域 の 辺 に そ れ ぞ れ 直

交 す る と 共 に 相 互 に 対 向 す る ２ つ の 側 壁 に 、 当 該 収 容 領 域 の 開 口 面 か ら 当 該 収 容 領 域 の 深

さ 方 向 に 向 か っ て 切 除 さ れ た 切 除 部 を そ れ ぞ れ 設 け 、

　 前 記 蓋 体 が 前 記 収 容 領 域 に 対 し て 開 い た 状 態 で 、 当 該 蓋 体 が 前 記 収 容 領 域 の 開 口 面 と 所

定 の 角 度 を な す よ う 、 当 該 蓋 体 を 支 持 す る 支 持 機 構 を 備 え た 、

と い う 構 成 を と る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 上 記 筆 箱 で は 、

　 前 記 収 容 領 域 に 形 成 さ れ た ２ つ の 前 記 切 除 部 は 、 前 記 蓋 体 が 連 結 さ れ た 前 記 収 容 領 域 の

辺 と 平 行 な 同 一 直 線 上 に そ れ ぞ れ 位 置 し て 設 け ら れ て い る 、

と い う 構 成 を と る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 上 記 筆 箱 で は 、

　 前 記 収 容 領 域 の う ち 、 ２ つ の 前 記 切 除 部 の 間 を 直 線 で 結 ぶ 箇 所 は 、 当 該 切 除 部 間 が 連 通

す る よ う 形 成 さ れ て い る 、

と い う 構 成 を と る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 上 記 筆 箱 で は 、

　 前 記 切 除 部 は 、 当 該 切 除 部 が 形 成 さ れ た 前 記 収 容 領 域 の 各 前 記 側 壁 が 、 前 記 蓋 体 が 連 結

さ れ た 前 記 収 容 領 域 の 辺 に 対 向 す る 辺 と 連 結 す る 箇 所 付 近 に 形 成 さ れ て い る 、

と い う 構 成 を と る 。

【 ０ ０ １ ０ 】
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　 ま た 、 上 記 筆 箱 で は 、

　 前 記 支 持 機 構 は 、 前 記 蓋 体 が 前 記 収 容 領 域 に 対 し て 開 い た 状 態 で 、 当 該 蓋 体 が 前 記 収 容

領 域 の 開 口 面 と ９ ０ 度 以 内 の 角 度 を な す よ う 、 当 該 蓋 体 を 支 持 す る 、

と い う 構 成 を と る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 上 記 筆 箱 で は 、

　 前 記 支 持 機 構 は 、 前 記 蓋 体 の 内 側 面 に 固 定 装 備 さ れ 、 当 該 内 側 面 か ら 突 出 す る フ ッ ク を

備 え る 共 に 、 所 定 の 長 さ を 有 す る 支 持 部 材 を 備 え 、

　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 フ ッ ク と 前 記 収 容 領 域 と に 両 端 が 当 接 す る こ と に よ り 、 前 記 蓋 体

が 前 記 収 容 領 域 に 対 し て 開 い た 状 態 で 当 該 蓋 体 を 支 持 す る よ う 構 成 さ れ て い る 、

と い う 構 成 を と る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 筆 箱 は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る こ と に よ り 、 収 容 領 域 の 側 壁 に 設 け ら れ た 切

除 部 と 、 開 い た 状 態 で 支 持 さ れ た 蓋 体 と 、 を 利 用 す る こ と で 、 教 科 書 や ノ ー ト な ど の 書 物

を 立 て か け る こ と が で き 、 机 の 上 の 有 効 利 用 を 図 る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 筆 箱 の 外 観 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ に 開 示 し た 筆 箱 か ら 蓋 体 を 取 り 除 い た と き の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ に 開 示 し た 筆 箱 を 側 方 か ら 見 た 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ３ （ ｂ ） に 開 示 し た 筆 箱 を 正 面 か ら 見 た 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ４ に 開 示 し た 筆 箱 に ノ ー ト を 立 て か け た と き の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ に 開 示 し た ノ ー ト を 立 て か け た 筆 箱 を 側 方 か ら 見 た 図 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 １ 乃 至 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 １ は 、 筆 箱 の 外 観 構

成 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ （ ａ ） は 平 面 図 、 図 １ （ ｂ ） は 正 面 図 を 示 す 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 筆 箱 １ は 、 略 直 方 体 形 状 の 本 体 ２ ０ を 有 し て い る 。 そ し て 、 筆 箱 １

は 、 本 体 ２ ０ に 対 し て 、 図 １ （ ａ ） に 示 す 表 面 側 つ ま り 図 １ （ ｂ ） の 上 側 の 面 に 配 置 さ れ

た 表 蓋 １ ０ （ 蓋 体 ） と 、 そ の 裏 側 つ ま り 図 １ （ ｂ ） の 下 側 の 面 に 配 置 さ れ た 裏 蓋 ４ ０ と 、

を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 ２ は 、 筆 箱 １ か ら 表 蓋 １ ０ を 取 り 除 い た 構 成 を 示 し て お り 、 筆 箱 １ の 表 面 側 の 内 部 構

造 つ ま り 本 体 ２ ０ の 表 面 側 の 構 造 を 示 し て い る 。 こ こ で 、 図 ２ （ ａ ） は 平 面 図 、 図 ２ （ ｂ

） は 正 面 図 を 示 す 。 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 体 ２ ０ の 表 面 側 に は 、 外 周 形 状 が 略 長 方

形 形 状 で あ り 、 筆 記 具 を 収 容 可 能 な 収 容 領 域 が 形 成 さ れ て い る 。 収 容 領 域 は 、 周 囲 が ４ つ

の 側 壁 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｃ ， ２ ０ ｄ で 囲 ま れ た 空 間 で 形 成 さ れ て お り 、 本 実 施 形 態 で

は 、 収 容 領 域 の 内 部 が さ ら に 仕 切 り 板 で 複 数 の 空 間 に 分 割 さ れ て い る 。 な お 、 図 示 し な い

が 、 本 体 ２ ０ の 裏 面 側 に も 収 容 領 域 が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 上 述 し た 表 蓋 １ ０ は 、 略 長 方 形 形 状 の 収 容 領 域 の 外 周 を 形 成 す る 一 辺 、 具 体 的 に

は 、 図 ２ （ ａ ） の 上 側 に 位 置 す る 長 辺 ２ ０ ａ に 、 回 転 可 能 な よ う 連 結 し て 設 け ら れ て い る

。 こ れ に よ り 、 表 蓋 １ ０ に よ っ て 、 収 容 領 域 の 開 口 面 を 開 い た り 閉 じ た り す る こ と が で き

る 。 ま た 、 裏 蓋 ４ ０ も 同 様 に 、 裏 面 側 の 収 容 領 域 の 外 周 を 形 成 す る 一 辺 に 回 転 可 能 な よ う

連 結 し て 設 け ら れ て お り 、 収 容 領 域 の 開 口 面 を 開 閉 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 体 ２ ０ の 表 面 側 の 収 容 領 域 を 囲 う 側 壁 ２ ０ ａ ， ２

０ ｂ ， ２ ０ ｃ ， ２ ０ ｄ の う ち 、 相 互 に 対 向 す る 短 辺 ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｃ に は 、 開 口 面 か ら 深 さ

10

20

30

40

50



(5) JP  2018-130262  A   2018.8.23

方 向 に 向 か っ て 切 除 さ れ た 切 除 部 ２ ３ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 上 述 し た

表 蓋 １ ０ が 連 結 さ れ て い る 収 容 領 域 の 長 辺 に 位 置 す る 側 壁 ２ ０ ａ に 対 し て そ れ ぞ れ 直 交 す

る ２ つ の 短 辺 に 位 置 す る 側 壁 ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｂ 上 で あ っ て 、 当 該 表 蓋 １ ０ が 連 結 さ れ た 側 壁

２ ０ ａ と 対 向 す る 他 の 長 辺 に 位 置 す る 側 壁 ２ ０ ｄ と の 連 結 箇 所 付 近 に 、 切 除 部 ２ ３ が 形 成

さ れ て い る 。 つ ま り 、 切 除 部 ２ ３ は 、 表 蓋 １ ０ が 本 体 ２ ０ に 回 転 可 能 な よ う 連 結 さ れ て い

る 箇 所 か ら 、 各 側 壁 ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｃ の 最 も 離 れ た 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 ３ （ ａ

） は 筆 箱 １ の 側 面 図 で あ り 、 図 ３ （ ｂ ） は 表 蓋 １ ０ を 開 い た と き の 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ

る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 上 述 し た よ う に 形 成 さ れ た ２ つ の 切 除 部 ２ ３ は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 表 蓋 １ ０ が

連 結 さ れ た 収 容 領 域 の 側 壁 ２ ０ ａ と 平 行 な 同 一 直 線 上 に そ れ ぞ れ 位 置 し て い る と 言 え る 。

そ し て 、 こ の と き 、 ２ つ の 切 除 部 ２ ３ の 間 を 直 線 で 結 ぶ 箇 所 、 つ ま り 、 表 蓋 １ ０ が 連 結 さ

れ た 収 容 領 域 の 長 辺 と 対 向 す る 長 辺 に 位 置 す る 側 壁 ２ ０ ｄ に 沿 っ て 隣 接 す る 箇 所 は 、 切 除

部 ２ ３ 間 が 連 通 す る 連 通 路 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 換 言 す る と 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 収 容

領 域 の 切 除 部 ２ ３ 間 の 連 通 路 ２ ２ に は 、 仕 切 り 板 が 設 け ら れ て い な い 。 但 し 、 図 ２ （ ａ ）

に 示 す よ う に 、 側 壁 ２ ０ ｄ の 中 央 付 近 に は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す 表 蓋 １ ０ の 回 動 端 の 中 央 に

設 け ら れ た 止 め 金 具 １ １ に 対 応 し て 、 当 該 止 め 金 具 １ １ を 磁 力 に よ っ て 引 き つ け る マ グ ネ

ッ ト ２ １ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 に お け る 筆 箱 １ は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 表 蓋 １ ０ が 開 い た 状 態 で

当 該 表 蓋 １ ０ を 支 持 す る 支 持 機 構 と し て 、 フ ッ ク ３ １ と 支 持 板 ３ ２ （ 支 持 部 材 ） と を 備 え

て い る 。 フ ッ ク ３ １ は 、 板 状 部 材 の 一 端 が 曲 折 さ れ た 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 表 蓋 １ ０ の

内 側 面 に 固 定 装 備 さ れ て い る 。 つ ま り 、 フ ッ ク ３ １ は 、 図 ３ （ ｂ ） 及 び 図 ４ に 示 す よ う に

、 表 蓋 １ ０ の 回 動 端 側 で 本 体 ２ ０ 側 に 突 出 し た 状 態 と な る 。 ま た 、 支 持 板 ３ ２ は 、 略 長 方

形 形 状 の 板 部 材 で あ り 、 図 ３ （ ｂ ） 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 長 手 方 向 の 一 端 が フ ッ ク ３ １

の 曲 折 箇 所 に 当 接 し 、 他 端 が 本 体 ２ ０ の 収 容 領 域 に 当 接 す る よ う 配 置 さ れ る 。 例 え ば 、 支

持 板 ３ ２ の 他 端 は 、 上 述 し た 連 通 路 ２ ２ 内 に 当 接 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 こ こ で 、 上 記 支 持 板 ３ ２ の 長 さ は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 一 端 が フ ッ ク ３ １ に 、 他

端 が 本 体 ２ ０ の 収 容 領 域 の 連 通 路 ２ ２ 内 に 、 そ れ ぞ れ 当 接 し て 、 表 蓋 １ ０ が 収 容 領 域 に 対

し て 開 い た 状 態 と な る よ う 支 持 し た と き に 、 表 蓋 １ ０ が 収 容 領 域 の 開 口 面 と ９ ０ 度 以 内 の

角 度 を な す よ う 設 定 さ れ て い る 。 な お 、 支 持 板 ３ ２ は 、 例 え ば 、 裏 面 側 の 収 容 領 域 に 収 容

可 能 な 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 そ し て 、 上 述 し た よ う に 支 持 板 ３ ２ で 表 蓋 １ ０ が 開 い た 状 態 と す る こ と で 、 図 ５ 及 び 図

６ に 示 す よ う に 、 本 や ノ ー ト と い っ た 書 物 Ｎ を 立 て か け る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 書

物 Ｎ の 下 端 を 、 収 容 領 域 に 形 成 さ れ た 連 通 路 ２ ２ 及 び 切 除 部 ２ ３ に 収 容 さ せ て 支 持 し 、 ま

た 、 書 物 Ｎ の 上 部 を 、 開 い た 表 蓋 １ ０ の 開 口 端 に 立 て か け て 支 持 す る 。 こ れ に よ り 、 机 の

上 に 筆 箱 を 置 い た 場 合 で あ っ て も 、 か か る 筆 箱 に 書 物 Ｎ を 立 て か け る こ と が で き 、 机 の 上

の 有 効 利 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 な お 、 図 示 し て い な い が 、 表 蓋 １ ０ と 本 体 ２ ０ と を 所 定 の 長 さ の 紐 で 連 結 し て お く こ と

で 、 表 蓋 １ ０ が さ ら に 開 く 方 向 に 回 転 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 フ ッ

ク に 代 え て 、 棒 状 部 材 （ つ か え 棒 ） に よ っ て 表 蓋 １ ０ を 開 い た 状 態 に 維 持 で き る よ う に し

て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 以 上 、 上 記 実 施 形 態 等 を 参 照 し て 本 願 発 明 を 説 明 し た が 、 本 願 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 形

態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 願 発 明 の 構 成 や 詳 細 に は 、 本 願 発 明 の 範 囲 内 で 当 業 者 が

理 解 し う る 様 々 な 変 更 を す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ５ 】

１ 　 筆 箱

１ ０ 　 表 蓋

１ １ 　 止 め 金 具

２ ０ 　 本 体

２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｃ ， ２ ０ ｄ 　 側 壁

２ １ 　 マ グ ネ ッ ト

２ ２ 　 連 通 路

２ ３ 　 切 除 部

３ １ 　 フ ッ ク

３ ２ 　 支 持 板

４ ０ 　 裏 蓋

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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